
Ⅰ．はじめに

　アカギは沖縄県の造林樹種にも指定されている早生樹種で，特

に環境緑化・水源かん養機能の早期発揮を期待して造林されてい

る。しかし，成長が極めて旺盛なため，育林技術的に広葉樹の一

般的造林指針では適切な対応が困難な状況にあり，公益的機能発

揮を重視した，アカギ特有の施業基準の確立が緊急の課題とされ

ている。

　本研究では，沖縄におけるアカギの施業指針（植栽本数や初期

間伐の時期，密度管理など）検討の基礎資料とするため，沖縄本

島や宮古島のアカギ人工林における成長状況や立木樹冠の特性，

林冠閉鎖の状況等の調査結果とそれを利用した間伐基準を検討し

た結果を報告する。

　なおこの研究は，吉玉の調査研究（1）に筆者らが追加調査を行い，

再分析した結果である。

Ⅱ．調査方法

　沖縄本島と宮古島のアカギ人工林において無間伐林分１０林分，

間伐林分７林分を選定し，各林分内に調査地（１００m２の円形プ

ロット）を設定し，樹種・胸高直径・樹高について毎木調査した。

枝下高は測竿を用いて力枝までの高さを測定し，樹冠直径は巻尺

を用いて，樹冠の最大直径とそれに直交する直径を測定し，二つ

を平均した値を樹冠直径とした。寺崎式間伐基準の一級木を基準
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表－１．毎木調査総括表

備考
開空率魚眼
（％）

開空率
３５mm（％）

閉鎖度
（％）

相対照度
（％）

相対幹距
（％）

幹材積
（m３／ ha）

樹高
（ｍ）

胸高直径
（cm）

立木本数
（本／ha）

林齢調査地

無間伐－－－－３４．５５５．５３．６６．１４，６００５宮３

無間伐－－－－３４．６１０３．４５．７１２．０１，９００６宮１

無間伐－－－－５０．５３９．１４．０８．４１，９００６宮２

無間伐－－－－２６．９７１．９４．４７．１４，１００６南風１

無間伐－－－－２０．４１５７．６７．４１２．０２，７００７宮４

無間伐１６．４６．６１７９５．０３２４．１１１９．３６．２１０．０３，３００７南風２

間伐－－－－２３．８１５９．４９．０１４．２１，８００８宮７

無間伐１１．６５．２１８４１．０３１９．６１３９．２７．３１０．５３，５００８宮８

間伐１８．９５．０１２７０．９９２４．２１５０．７７．７１２．５２，４００９宮９

間伐１６．４８．４１５０３．５７２１．９１７７．４７．８１２．９２，７００９宮１０

間伐－－－－２６．１１６１．２９．５１７．７１，２００１０宮５

間伐－－－－１７．３１８２．５９．６１２．６２，６００１０宮６

無間伐１５．４４．０２１３０．５０２８．９６４．５５．１８．５３，０００１０宮１１

間伐１４．４１０．３　１２６３．９１３３．３８０．７６．０１１．１２，０００１０宮１２

間伐１６．３９．１１２４６．４８２８．６１３２．３８．０１４．２１，７００１０宮１３

無間伐－－－－１９．０２４９．１７．４１３．９２，９００１９佐１

無間伐１８．６７．０２７０２．５８２２．２２２６．１７．９１５．２２，５００２０佐２



に調査木を選抜し，胸高直径・樹高・樹冠直径・枝下高を測定し，

樹冠特性の解析に供することとした。なお調査は平成１６年８，９月

に行った。

　プロット内の５箇所と林外において照度を同時測定し，相対照

度を計算した。プロットの中央で魚眼レンズを用いて撮影した写

真と，林内の５箇所で３５mmのレンズを用いて撮影した写真とを

解析して開空率を測定した。なお魚眼レンズの写真の解析ソフト

は LIA32 for Win32（山本一清），３５mmレンズの写真解析ソフト

は photshop（Adobe 社）を使用した。調査は平成１７年６，８月に

行った。

Ⅲ．結果

　毎木調査結果及び光環境調査結果を表－１に示す。調査林分の

林齢は５～２０年で多くは１０年生以下の若い林分である。宮１，宮

２の調査地は２２００本／ ha 植栽，それ以外は４４００本／ ha 植栽である。

４４００本／ ha 植栽林分では５年生で既に林冠は閉鎖し，下層植生が

ほとんど存在しない状況であった。相対幹距比は１７．３～５０．５％で

あった。また，相対照度は０．５～６．５％と極めて低い値であった。

１．直径成長

　６年生無間伐林分の平均胸高直径は７．１～１２．０cm，最大で

１７．１cmにも達する木もあり，旺盛な成長を示している。１０年生

間伐林分の平均直径は１１．１～１７．８cm，最大で２２．１cmに成長して

いる。図－１に示すように他樹種（2）との比較から，アカギの１０年

生までの若い林分において直径成長は非常に良いことがわかる。

２．樹高成長

　図－２に樹高成長の他樹種（2）との比較を示した。６年生無間伐

林分の平均樹高は４．０～５．８m，１０年生間伐林分の平均樹高は６．０

～９．６mに成長している。また，林齢が２０年生に近い無間伐林分

では７．４～７．９mと他の樹種（イタジイを除く）と比べて低い。ア

カギは風に弱いことなどから立地環境により樹高成長に差がある

可能性が示唆される。

３．樹冠特性

　図－３に示すように，測定した各個体の胸高直径と樹冠直径の

間には強い相関が見られた。旺盛な直径成長と共に樹冠直径も旺

盛な成長を示すと考えられ，このため林冠閉鎖の時期が早まり，

早い時期の間伐が必要になると考えられる。

４．間伐基準の検討

　水源かん養機能の発揮を目指した造林において，光環境のコン

トロールが重要になるが，一般的に林内の光環境を決定する要因

は多数あり，それぞれが複雑に影響しあっていることが知られて

いる。今回は図－４に示すように，実際の間伐が必要な無間伐若

齢林分においては，閉鎖度と光環境に関係がみられるため，閉鎖

度を基準とした間伐基準を検討した。
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図－１．直径成長比較

図－２．樹高成長比較

図－３．各個体の胸高直径と樹冠直径の関係



ここで閉鎖度とは

閉鎖度（％）＝ 

と定義した。※樹冠の重なりは考慮していない。

また，前述した胸高直径と樹冠直径の近似式を用いたものを推定

閉鎖度とした。

推定閉鎖度（％）＝ 

Ｎ：立木本数

平均樹冠面積＝ 

Ｄ：平均胸高直径

全立木の樹冠面積合計
林分面積

平均樹冠面積×Ｎ
林分面積

｛（０．２０４９×Ｄ＋０．３７７５）／２｝２×π
林分面積

図－５で調査林分を下層植生が林床全体に広がり，裸地のない状

態の光環境が良い優良林分と下層植生が少なく，裸地のある状態

の光環境が悪い不良林分に分類し，推定閉鎖度の推定本数と共に

表した。ここで，優良林分の推定閉鎖度が，７０～１５０％と広範囲

に分布している。適切な閉鎖度は林分の成長段階によって異なり，

同じ閉鎖度の林分でも若い林分は暗く，成長の進んだ林分では明

るくなる。そこで，優良林分の直径の大きさを基準にした３段階

について，優良林分の推定閉鎖度，推定本数を基に間伐基準を検

討した。直径１４～１５㎝では残存木本数１７００～１８００本／ ha，残存木

合計胸高断面積２６．２～３１．８m２／ ha，同様に直径１０～１２cmでは

２０００本／ ha，１５．７～２２．６m２／ ha，直径７～８ cmでは２２００本／ ha，

８．５～１１．１m２／ ha 程度に間伐するのが適当と考えられる。

５．植栽本数の検討

　４４００本／ ha 植栽では植栽後５年ほどで林冠が閉鎖し，下層植生

が減少し始める。一方，２２００本／ ha 植栽地区では成長が良好であ

ること，さらに優良林分の立木本数の傾向などから，植栽本数は

２２００～２７００本／ ha に減らすことが光環境の改善のために有効であ

ると考えられる。
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図－４．閉鎖度と開空率の関係

図－５．推定閉鎖度と立木本数


